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Profile
昭和29年10月、福井市生まれ。昭和
56年に同社入社。昭和60年に同社代
表取締役社長、平成30年には取締役
会長に就任。
平成5年に福井青年会議所の理事長就
任、平成15年には福井経済同友会の
常任幹事など公職を務めた。現在は福
井商工会議所 繊維・工業部会 部会長
を務める。
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激動の繊維業界で自社を
発展させ、その先を見据える

創　業：昭和19年
電　話：0776-52-3306

本社所在地：福井市西開発3丁目519-3
従業員：79名

DA
TA

トップの
素顔

The president's real face

普
段
、
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
福
井
商

工
会
議
所
の
議
員
の
素
顔
を
探
る
「
ト
ッ
プ

の
素
顔
」。
今
回
は
福
井
経
編
興
業
株
式
会

社
の
野
坂
鐵
郎
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

家
業
を
継
ぐ「
宿
命
」

　

野
坂
家
は
明
治
期
に
な
り
、
醤
油
醸
造
業

を
始
め
、
併
せ
て
織
物
業
を
開
始
し
、
明
治

19
年
に
は
「
野
坂
機
業
場
」
を
設
立
し
た
。

大
正
時
代
に
は
隣
接
の
現
松
本
３
丁
目
の
土

地
を
購
入
し
事
業
の
拡
大
を
図
っ
た
。
戦
時

中
の
昭
和
19
年
に
は
県
内
4
社
、
石
川
県
２

社
の
合
計
６
社
の
経
編
機
を
集
結
し
、
福
井

経
編
興
業
㈱
を
設
立
し
た
。
戦
災
に
遭
い
、

戦
後
の
復
興
と
共
に
同
社
が
規
模
を
広
げ
て

い
く
中
で
野
坂
氏
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
年
の

春
、
創
業
者
で
あ
る
祖
父
・
鐵
太
郎
氏
が
亡

く
な
り
、「
創
業
者
の
生
ま
れ
変
わ
り
」
と

い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
「
鐵
郎
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
野
坂
氏
は
幼
い
頃
か
ら
「
家
業
を

継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
宿
命
」
を

感
じ
て
い
た
と
当
時
を
思
い
返
す
。

　

中
学
時
代
は
進
明
中
学
校
で
陸
上
部
に
所

属
。
エ
レ
キ
バ
ン
ド
を
通
し
た
友
人
に
も
恵

ま
れ
な
が
ら
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
。
そ
の

間
、
繊
維
業
界
は
劇
的
な
環
境
変
化
に
直
面

す
る
。
昭
和
40
年
代
に
進
展
し
た
「
日
米
繊

維
交
渉
」に
よ
る
繊
維
の
対
米
輸
出
規
制
で
、

福
井
の
繊
維
産
業
も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
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け
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
野
坂
氏
は
大

学
を
卒
業
し
、
昭
和
53
年
に
三
菱
商
事
株
式

会
社
に
入
社
。
鉄
鋼
原
料
を
扱
う
部
門
に
配

属
さ
れ
、
営
業
マ
ン
と
し
て
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

と
の
取
引
に
従
事
し
た
。
こ
の
三
菱
商
事
時

代
に
妻
と
出
会
い
、
結
婚
す
る
。
結
婚
を
機

に
、
野
坂
氏
は
26
歳
の
時
に
三
菱
商
事
を
退

職
し
、
家
業
に
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。

社
長
へ
の
就
任
と
事
業
展
開

　

こ
う
し
て
同
社
に
就
職
し
た
野
坂
氏
は
、

経
編
製
造
部
門
と
自
社
商
品
（
製
品
）
部
門

を
経
験
し
、
特
に
製
品
部
門
を
統
括
し
た
際

は
四
国
の
通
販
会
社
や
、
関
西
地
方
の
訪
問

販
売
会
社
な
ど
と
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
た
。
転
機
が
訪
れ
た
の
は
昭
和
60
年
。

当
時
社
長
だ
っ
た
父
が
急
逝
し
、
31
歳
で
社

長
に
就
任
し
た
。
当
時
は
「
や
る
べ
き
こ
と

を
や
る
」
こ
と
に
注
力
し
て
い
た
と
野
坂
氏

は
振
り
返
る
。
し
か
し
、
日
米
繊
維
交
渉
に

続
い
て
同
年
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
発
表
さ
れ

る
。
急
激
な
円
高
に
よ
り
日
本
の
輸
出
業
は

大
打
撃
を
受
け
、
世
界
に
繊
維
製
品
を
展
開

し
て
い
た
同
社
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
野
坂
氏
は
こ
の
危
機
を
「
製
品
部
門
の

提
案
力
強
化
」「
設
備
投
資
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
」を
推
進
し
て
乗
り
切
っ
た
。
特
に
、

積
極
的
な
設
備
投
資
に
よ
り
、
経
編
業
界
に

お
け
る
国
内
屈
指
の
生
産
力
を
得
る
に
至
っ

た
。
こ
れ
が
、
現
在
も
同
社
の
重
要
な
経
営

基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
の
製
品
部
門
で
は
世
界
情
勢

の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
海
外
展
開
に
挑
戦

し
て
い
っ
た
。
現
在
も
、
中
国
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
拠
点
を
構
え
、
野
坂
氏
も
月
に
１
回
そ

れ
ぞ
れ
を
訪
問
し
て
、
生
産
力
と
品
質
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
特
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お

い
て
、
野
坂
氏
は
図
書
館
の
設
立
に
大
き
く

寄
与
し
、
現
地
へ
の
貢
献
も
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
海
外
拠
点
も
大
事
に
し
な
が
ら
、

同
社
は
営
業
を
続
け
て
い
る
。

プ
ラ
イ
べ
ー
ト
で
は
洋
蘭
の
育
成
や

ゴ
ル
フ
に
精
を
出
す

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
自
宅
で
洋
蘭
の
育

成
も
手
掛
け
て
い
る
野
坂
氏
。
洋
蘭
栽
培
は

30
年
続
け
て
お
り
、
ふ
く
い
洋
ら
ん
会
の
会

長
も
務
め
て
お
り
、
毎
年
３
月
に
は
「
福
井

洋
ら
ん
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
洋
蘭
は

高
山
植
物
に
似
た
特
性
を
持
ち
、
温
度
管
理

が
難
し
い
。
近
年
の
夏
季
の
酷
暑
対
策
と
し

て
、
室
内
温
度
を
自
動
調
整
す
る
Ａ
Ｉ
搭
載

の
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
た
。

　

も
う
１
つ
の
趣
味
は
ゴ
ル
フ
。
同
社
で
も

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
一
方
で
、
他
団

体
主
催
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
も
参
加
し
て
い

る
。
イ
ン
ド
ア
ゴ
ル
フ
に
も
通
い
、
３
年
前

に
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
経
験
し
た
。

古
希
を
迎
え
て

　

野
坂
氏
は
一
昨
年
に
70
歳
と
な
っ
た
。
祖

父
・
父
と
も
60
代
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
古

希
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
感
慨
深
く
感
じ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
前
は
後
進
に
道
を
譲
る
こ
と

も
考
え
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
混
乱

で
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に
海
外

で
の
事
業
計
画
に
遅
れ
が
生
じ
た
分
の
テ
コ

入
れ
に
注
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
米
繊
維

交
渉
や
プ
ラ
ザ
合
意
の
経
営
危
機
を
乗
り
越

え
る
力
の
源
泉
と
な
っ
た
製
品
部
門
に
つ
い

て
も
、
自
身
が
先
頭
に
立
っ
て
改
革
を
進
め

て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
。

　

古
希
を
迎
え
た
こ
と
で
一
区
切
り
を
感
じ

て
い
た
野
坂
氏
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い

こ
と
は
多
く
、
最
近
は
90
歳
に
な
っ
て
も
働

き
続
け
て
い
て
、
１
０
０
周
年
記
念
の
挨
拶

を
し
て
い
る
夢
を
見
た
と
い
う
。「
ま
ず
は

目
の
前
の
課
題
を
解
決
し
、
次
の
世
代
へ
繋

い
で
い
く
こ
と
が
今
の
使
命
だ
」
と
語
る
野

坂
氏
。経
営
者
と
な
り
40
年
目
と
な
っ
た
が
、

同
社
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
着
実
に
歩
み

続
け
て
い
く
。

自宅で栽培する洋蘭

右：カンボジアの子供たちと野坂氏
左：中国のスタッフとの集合写真


